
番号 名称 略称

2 東京書籍 東　書◆ 家庭
ＡＢ

306

6 教育図書 教　図◆ 家庭
Ａ４
変型
308

9 開隆堂出版 開隆堂◆ 家庭
ＡＢ

302
７０３

教科書の記号・番号
判型

総ページ数
検定済年

（家庭分野）

７０２

※「発行者　略称」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34条第２項に規定する教材）の
　発行予定があることを示しています。

技術・家庭

令和２年

発行者

７０１
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者 

  

冊 数  発 行 者 の 略 称 

３ 冊  東書、教図、開隆堂 

                                                                             

２ 学習指導要領における教科・分野の目標等 

 

【技術・家庭科の目標】 
生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ、生活や技術に関する実践的・体験

的な活動を通して、よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造する資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 (1) 生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにす

る。 

 (2) 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、

表現するなど、課題を解決する力を養う。 

(3) よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的

な態度を養う。 

 

【家庭分野の目標】 

  生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、よ

りよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境などについて、生活

の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。 

(2) 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実

践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなど、これからの生活を展望して課題を解

決する力を養う。 

(3) 自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協働し、よりよい生活の

実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。  

 

【参考 学習指導要領解説 技術・家庭編「第１章 総説 ２ 技術・家庭科改訂の趣旨及び要点」

から（抜粋）】 

(1) 改訂の趣旨 

 中央教育審議会答申において、学習指導要領等改訂の基本的な方向性が示されるとともに、各教 

科等における改訂の具体的な方向性も示されている。今回の中学校技術・家庭科の改訂は、これら

を踏まえて行われたものである。 

 答申の中で、中学校技術・家庭科の内容の見直しについては、次のように示されている。 

 

ア 平成20年改訂の学習指導要領の成果と課題を踏まえた家庭科、技術・家庭科の目標の在り方 

  家庭科、技術・家庭科家庭分野においては、普段の生活や社会に出て役立つ、将来生きていく 

上で重要であるなど、児童生徒の学習への関心や有用感が高いなどの成果が見られる。一方、家 

庭生活や社会環境の変化によって家庭や地域の教育機能の低下等も指摘される中、家族の一員と 

して協力することへの関心が低いこと、家族や地域の人々と関わること、家庭での実践や社会に 

参画することが十分ではないことなどに課題が見られる。また、家族・家庭生活の多様化や消費 

生活の変化等に加えて、グローバル化や少子高齢社会の進展、持続可能な社会の構築等、今後の 

社会の急激な変化に主体的に対応することが求められる。 

 目標とする資質・能力については、実践的・体験的な活動を通して、家族・家庭、衣食住、消 
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費や環境等についての科学的な理解を図り、それらに係る技能を身に付けるとともに、生活の中 

から問題を見いだして課題を設定しそれを解決する力や、よりよい生活の実現に向けて、生活を 

工夫し創造しようとする態度等を育成することを基本的な考え方とする。 

  

イイ  具具体体的的なな改改善善事事項項  

（ｱ） 指導内容の示し方の改善 

  家庭科、技術・家庭科家庭分野については、次の３点から示し方を改善することが求めら 

れる。 

    第一には、小・中・高等学校の内容の系統性の明確化である。児童生徒の発達を踏まえ、 

小・中・高等学校の各内容の接続が見えるように、小・中学校においては、「家族・家庭生 

活」、「衣食住の生活」、「消費生活と環境」に関する三つの枠組みに整理することが適当 

である。 

また、この枠組みは、「生活の営みに係る見方・考え方」も踏まえたものである。 

    第二には、空間軸と時間軸という二つの視点からの学校段階に応じた学習対象の明確化で 

ある。空間軸の視点では、家庭、地域、社会という空間的な広がりから、時間軸の視点では、 

これまでの生活、現在の生活、これからの生活、生涯を見通した生活という時間的な広がり 

から学習対象を捉えて指導内容を整理することが適当である。 

  第三には、学習過程を踏まえた改善である。生活の中から問題を見いだし、課題を設定し、 

解決方法を検討し、計画、実践、評価・改善するという一連の学習過程を重視し、この過程 

を踏まえて基礎的な知識・技能の習得に係る内容や、それらを活用して思考力・判断力・表 

現力等の育成に係る内容について整理することが適当である。 

（ｲ） 教育内容の見直し 

  （家庭分野） 

「家族・家庭生活」、「衣食住の生活」、「消費生活・環境」に関する三つの内容で構成 

する。家庭の機能を理解し、家族や地域の人々と協働することや、幼児触れ合い体験、高齢 

者との交流等、人とよりよく関わる力を育成するための学習活動、食育を一層推進するため 

の中学生の栄養と献立、調理や食文化などに関する学習活動を充実する。また、金銭の管理 

に関する内容や、消費生活や環境に配慮したライフスタイルの確立の基礎となる内容を充実 

するとともに、他の内容との関連を図り、実践的な学習活動を一層充実する。さらに、主と 

して衣食住の生活において、日本の生活文化を継承する学習活動を充実する。 

  学習した知識・技能を実生活で活用するために、家庭や地域社会と連携を図った「生活の 

課題と実践」に関する内容を充実する。 

 

３ 教科書の調査研究 

 

（１）内容 

  ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」） 

  調査研究項目（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値データの単位 

ａ 内容区分の量 教科の内容 ページ、％ 

ｂ 実践的・体験的な活動を取り上げている箇所数 教科の内容 箇所 

ｃ 「生活の課題と実践」に関する内容のページ数 教科の内容 ページ 

ｄ キャリア教育に関する内容を取り上げている

箇所数 
教科の内容 箇所 
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ｅ 安全・衛生に関する内容を取り上げている箇所  

数 
教科の内容 箇所 

ｆ 持続可能な社会に関する内容を取り上げてい

る単元数 
教科の内容 個 

ｇ 発展的な内容を取り上げている箇所数 学習指導要領 総則 箇所 

  

イ  調査項目の具体的な内容（調査結果は「別紙２」） 

① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項 
   調査研究事項のａ、ｂ、ｅ、ｆ、ｇとの関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 

   ａ 内容区分ごとの題材名・小題材名（別紙２－１） 

   ｂ 学習内容ごとの実践的・体験的な活動の内容（別紙２－２） 

   ｅ 安全・衛生に関する内容を取り上げている箇所（別紙２－３） 

   ｆ 持続可能な社会に関する内容を取り上げている単元名（別紙２－３） 

   ｇ 発展的な内容を取り上げている箇所（別紙２－３） 

 ＜その他＞ 
＊１ 防災や自然災害の扱い（別紙２－４） 

＊２ 持続可能な社会づくりの扱い（別紙２－５） 

＊３ 性差と家族についての扱い（別紙２－６） 

＊４ オリンピック・パラリンピックの扱い（別紙２－７） 

 

② 調査対象事項を設定した理由 

家庭分野の学習のねらいは、生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する

実践的・体験的な活動を通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・

能力を育成することである。 

・ ａの項目については、改定後「Ａ家族・家庭生活」、「Ｂ衣食住の生活」、「Ｃ消費生活・

環境」の三つの内容とし、小学校・中学校ともに系統性の明確化が図られたため、内容区分

の量（ページ数）を調査することとした。 

・ ｂの項目については、家庭分野の目標に「衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通

して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を」育成するとある

ことから、学習内容ごとの実践的・体験的な活動の内容を調査することとした。 

・ ｃの項目については、上記「改訂の趣旨及び要点」に、「学習した知識・技能を実生活で活

用するために、家庭や地域社会と連携を図った『生活の課題と実践』に関する内容を充実する。」

とあることから、「生活の課題と実践」に関する内容を扱っている量（ページ数）を調査すること

とした。 

・ ｄの項目については、学習指導要領解説に「保育士や栄養士など、学習内容に係る職業に携

わる人材を活用し、話を聞くなどの活動を通して、職業観や勤労観を育成することにも配慮す

ることが大切である。」とあることを踏まえ、キャリア教育に関する内容として様々な職業に

就いている人からの言葉等を扱っている箇所を調査することとした。 

・ ｅの項目については、製作、育成、調理等の実習の指導において、機具類、刃物類、引火

性液体、電気、ガス、火気などを取り扱うため、安全の保持に十分に留意して学習指導を行

う必要があるため、安全・衛生に関する内容を取り上げている箇所を調査することとした。 

・ ｆの項目については、技術・家庭科の目標に「よりよい生活の実現や持続可能な社会の構

築に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。」とあることを踏まえ、

持続可能な社会に関する内容を取り上げている単元について調査することとした。 

・ ｇの項目については、学習指導要領第１章総則「第２ 教育課程の編成 ３教育課程の編成に

おける共通事項 （１）内容等の取扱い イ」に「学校において特に必要がある場合には、第２

章以下に示していない内容を加えて指導することができる。」と示され、また、（３）「指導計

画の作成等に当たっての配慮事項 イ」に「各教科等及び各学年相互間の関連を図り、系統的、
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発展的な指導ができるようにすること。」と示されていることを踏まえ、発展的な内容の扱いの

有無及び取り上げている内容について調査することとした。 

・ 東京都では、自然災害時における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリ

スクマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向

上が重要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査する。（＊１） 

・ 生徒には、豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待される。学習指導

要領に基づき、正しい理解ができるように、持続可能な社会づくりの扱いについて、調査する。

（＊２） 
・ 性差と家族に関する表現については、東京都教育委員会教育目標の基本方針１に基づき、男

女共同参画社会を目指すものの、男女の性差まで否定するものではないとの観点から、性差等

に関する表現について、記述の内容を調査するとともに、「東京都男女平等参画基本条例」に

基づき、適正な男女平等教育を推進するという視点から、男女が家庭生活における活動に対等

な立場で参画する観点や家庭観について取り上げられている内容について調査する。（＊３） 
・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会

に貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについ

て調査する。（＊４） 
③ 調査研究の方法 

ａ 内容区分については、学習内容ごとに例示された題材名・小題材名及びページ数を整理する。

関連する学習内容を組み合わせて構成されたものについては、主となる内容を選択する。 
ｂ 「調理」、「被服」、「幼児や高齢者との関わり」に関する実践的・体験的な活動の内容を整理

する。 
ｅ 安全・衛生に関する記述のある箇所について、その内容を整理する。 
ｆ 持続可能な社会に関する内容を取り上げている単元名と掲載ページを整理する。 
ｇ 発展的な内容については、義務教育諸学校教科用図書検定基準第２章２(16)に基づき、発展

的な学習内容以外のものと区別して、発展的な学習内容であることが明示されているものを

整理する。 
＜その他＞ 

 ＊１ 防災や自然災害について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

＊２ 持続可能な社会づくりについて取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

＊３ 性差と家族について取り上げている項目及び記述の概要について調査する。 

＊４ オリンピック・パラリンピックについて取り上げている項目及び記述の概要について調

査する。 

（２）構成上の工夫（調査結果は「別紙３」） 

以下の観点により、箇条書きで記述する。 

 ア 生徒の学習意欲を高めるための工夫 

 イ 実習を分かりやすく示すための工夫 

    ウ 職業観・勤労観に関連する内容の取り上げ方の工夫 

 エ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫（共通項目） 

オ デジタルコンテンツの扱い（共通項目） 

カ ユニバーサルデザインの視点（共通項目） 
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え

た
も

の
で

あ
る

。
ｅ
　

安
全

、
衛

生
の

マ
ー

ク
が

付
し

て
あ

る
箇

所
を

数
え

た
も

の
で

あ
る

。
ｆ　

持
続

可
能

な
社

会
に

関
す

る
内

容
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
を

数
え

た
も

の
で

あ
る

。
ｇ
　

「
発

展
」
の

マ
ー

ク
が

付
し

て
あ

る
箇

所
を

数
え

た
も

の
で

あ
る

。

8
.
3

平
均

値
5
0
.
0

3
.
7

6
6
.
7

1
1
.
0

1
6
.
0

2
5
8
.
3

3
7
.
7

1
6

5
9

2
5
.
3

1
0

1
4

4
.
7

3
1

発 展 的 な 内 容 を 取 り 上 げ て い る 箇 所

数

1
4

6
9 7

4 3
6
4

安 全 ・ 衛 生 に 関 す る 内 容 を 取 り 上

げ て い る 箇 所 数

持 続 可 能 な 社 会 に 関 す る 内 容 を 取 り

上 げ て い る 単 元 数

3
1

3

ａ
　

内
容

区
分

の
量

（
ペ

ー
ジ

数
）

ｂ
　

実
践

的
・

体
験

的
な

活
動

を
取

り
上

げ
て

い
る

箇
所

数

「 生 活 の 課 題 と 実 践 」 に 関 す る 内

容 の ペ ー ジ 数

キ ャ リ ア 教 育 に 関 す る 内 容 を 取 り 上

げ て い る 箇 所 数

5
4

7
8

1
3
.
0

5
2

1
6
3
.
7

5
7
.
0

開
隆

堂

1
8

2
2

4
5
8

1
2

4
4

1
1

教
　

図

東
　

書

7

1
0
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「
別

紙
２

－
１

」
【
（
１

）内
容

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

東
書

　
】（

中
学

校
　

技
術

・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

Ａ

「
家

族
・

家
庭

生
活

」

ペ ー ジ 数

Ｂ

「
衣

食
住

の
生

活
」

ペ ー ジ 数

Ｃ

「
消

費
生

活
・

環
境

」

ペ ー ジ 数

と
も

に
生

き
る

2
自

ら
生

活
を

つ
く

る
2
生

活
者

と
し

て
意

思
決

定
す

る
2

５
編

　
私

た
ち

の
成

長
と

家
族

・
地

域
2
１

編
　

私
た

ち
の

食
生

活
2
４

編
　

私
た

ち
の

消
費

生
活

と
環

境
2

１
章

　
家

族
・

家
庭

と
地

域
１

章
　

食
事

の
役

割
と

中
学

生
の

栄
養

の
特

徴
１

章
　

私
た

ち
の

消
費

生
活

　
①

私
た

ち
の

生
活

と
家

族
・

家
庭

の
機

能
〇

2
　

①
ど

う
し

て
食

事
を

す
る

の
だ

ろ
う

〇
2
　

①
消

費
者

と
し

て
の

自
覚

2
　

②
中

学
生

と
し

て
の

自
立

〇
2
　

②
私

た
ち

の
食

生
活

2
　

②
購

入
方

法
と

支
払

い
方

法
2

　
③

家
庭

生
活

と
地

域
と

の
関

わ
り

〇
2
　

③
栄

養
素

っ
て

な
ん

だ
ろ

う
2
　

③
バ

ラ
ン

ス
良

く
計

画
的

な
金

銭
の

管
理

〇
2

２
章

　
幼

児
の

生
活

と
家

族
 　

④
中

学
生

に
必

要
な

栄
養

2
　

④
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

と
そ

の
対

策
〇

4
　

①
幼

い
頃

の
振

り
返

り
〇

2
２

章
　

中
学

生
に

必
要

な
栄

養
を

満
た

す
食

事
　

⑤
何

を
考

え
て

決
め

ま
す

か
～

意
思

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
～

〇
4

　
②

幼
児

の
体

の
発

達
2
　

①
食

品
に

含
ま

れ
る

栄
養

素
〇

2
２

章
　

責
任

あ
る

消
費

者
に

な
る

た
め

に

　
③

幼
児

の
心

の
発

達
〇

4
　

②
何

を
ど

れ
く

ら
い

食
べ

れ
ば

よ
い

か
8

 　
①

消
費

者
と

し
て

で
き

る
こ

と
～

権
利

と
責

任
～

〇
2

　
④

幼
児

の
１

日
の

生
活

〇
4
　

③
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

献
立

作
り

〇
4
　

②
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

持
続

可
能

な
社

会
4

　
 ⑤

支
え

ら
れ

て
身

に
付

け
る

生
活

習
慣

2
３

章
　

調
理

の
た

め
の

食
品

の
選

択
と

購
入

　
③

持
続

可
能

な
消

費
生

活
を

目
指

し
て

2
　

⑥
幼

児
の

生
活

と
遊

び
〇

4
　

①
食

品
の

選
択

と
購

入
〇

2
　

学
習

の
ま

と
め

2
　

⑦
幼

児
と

の
関

わ
り

方
の

工
夫

〇
10

　
②

生
鮮

食
品

の
特

徴
2

　
⑧

幼
児

と
の

関
わ

り
を

生
活

に
生

か
す

〇
2
　

③
加

工
食

品
の

特
徴

〇
2

　
⑨

子
ど

も
に

と
っ

て
の

家
族

〇
6
　

④
食

品
の

保
存

と
食

中
毒

の
防

止
2

３
章

　
こ

れ
か

ら
の

家
族

と
地

域
４

章
　

日
常

食
の

調
理

と
地

域
の

食
文

化

　
①

家
族

と
の

関
わ

り
〇

2
　

①
日

常
食

の
調

理
〇

12
　

②
家

族
や

地
域

の
高

齢
者

と
の

関
わ

り
〇

2
　

②
野

菜
・

い
も

の
調

理
6

　
③

地
域

で
の

協
働

を
目

指
し

て
〇

4
　

③
肉

の
調

理
〇

8
　

学
習

の
ま

と
め

2
　

④
魚

の
調

理
〇

8
　

自
分

ら
し

く
生

き
る

1
　

⑤
エ

コ
ク

ッ
キ

ン
グ

に
挑

戦
し

よ
う

2

　
⑥

朝
食

作
り

に
挑

戦
し

よ
う

1

　
⑦

弁
当

作
り

に
挑

戦
し

よ
う

1

　
 ⑧

日
本

の
食

文
化

と
和

食
の

調
理

〇
6

  
 ⑨

持
続

可
能

な
食

生
活

を
目

指
し

て
〇

4
　

学
習

の
ま

と
め

2
　

食
品

成
分

表
4

○
は

、
b 

実
践

的
・
体

験
的

な
活

動
を

取
り

上
げ

て
い

る
題

材
名

a
 
内

容
区

分
ご

と
の

題
材

名
・
小

題
材

名
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「
別

紙
２

－
１

」
【
（
１

）内
容

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

東
書

　
】（

中
学

校
　

技
術

・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

Ａ

「
家

族
・

家
庭

生
活

」

ペ ー ジ 数

Ｂ

「
衣

食
住

の
生

活
」

ペ ー ジ 数

Ｃ

「
消

費
生

活
・

環
境

」

ペ ー ジ 数

○
は

、
b 

実
践

的
・
体

験
的

な
活

動
を

取
り

上
げ

て
い

る
題

材
名

a
 
内

容
区

分
ご

と
の

題
材

名
・
小

題
材

名

２
編

　
私

た
ち

の
衣

生
活

2
１

章
　

衣
服

の
選

択
と

手
入

れ

　
①

ど
う

し
て

衣
服

を
着

る
の

だ
ろ

う
〇

2

　
 ②

私
ら

し
さ

と
Ｔ

.Ｐ
.Ｏ

～
着

方
の

工
夫

～
〇

2
　

③
日

本
の

衣
文

化
〇

4
　

④
衣

服
計

画
と

必
要

な
衣

服
の

選
択

〇
6

　
⑤

衣
服

の
手

入
れ

〇
10

２
章

　
生

活
を

豊
か

に
す

る
た

め
に

　
①

作
っ

て
楽

し
い

布
作

品
〇

22

　
②

持
続

可
能

な
衣

生
活

を
目

指
し

て
2

　
学

習
の

ま
と

め
2

３
編

　
私

た
ち

の
住

生
活

2
１

章
　

住
ま

い
の

役
割

と
安

全
な

住
ま

い
方

　
①

も
し

も
住

ま
い

が
な

か
っ

た
ら

〇
4

　
②

住
ま

い
と

気
候

風
土

の
関

わ
り

4
　

③
健

康
で

快
適

な
室

内
環

境
〇

2
　

④
家

族
の

住
ま

い
を

安
全

・
安

心
に

〇
4

　
 ⑤

災
害

へ
の

対
策

〇
4

　
⑥

持
続

可
能

な
住

生
活

を
目

指
し

て
〇

2

　
学

習
の

ま
と

め
2
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「
別

紙
２

－
１

」
【
（
１

）内
容

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

教
図

　
】（

中
学

校
　

技
術

・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

Ａ

「
家

族
・

家
庭

生
活

」

ペ ー ジ 数

Ｂ

「
衣

食
住

の
生

活
」

ペ ー ジ 数

Ｃ

「
消

費
生

活
・

環
境

」

ペ ー ジ 数

１
章

　
家

族
・

家
庭

や
地

域
と

の
か

か
わ

り
2
１

章
　

健
康

と
食

生
活

2
１

章
　

私
た

ち
の

消
費

生
活

2

 
 
１

家
族

の
一

員
と

し
て

で
き

る
こ

と
を

考
え

よ
う

○
4
　

１
食

事
の

役
割

を
考

え
よ

う
2
　

１
買

い
物

を
ふ

り
返

っ
て

み
よ

う
○

4

　
２

家
族

関
係

を
よ

り
よ

く
す

る
方

法
を

考
え

よ
う

8
　

２
健

康
に

よ
い

食
習

慣
に

つ
い

て
考

え
よ

う
○

6
　

２
買

い
物

の
法

律
的

な
意

味
を

考
え

よ
う

4

　
３

家
庭

生
活

と
地

域
の

か
か

わ
り

を
知

ろ
う

2
２

章
　

何
を

ど
れ

だ
け

食
べ

た
ら

よ
い

か
　

３
い

ろ
い

ろ
な

販
売

方
法

や
支

払
い

方
法

を
知

ろ
う

6

　
４

地
域

の
人

々
と

、
協

力
・

協
働

し
よ

う
○

6
　

１
栄

養
素

の
種

類
と

働
き

を
知

ろ
う

2
　

４
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

を
防

ご
う

○
4

　
章

末
の

ま
と

め
2
　

２
中

学
生

に
必

要
な

栄
養

の
特

徴
を

知
ろ

う
2
　

５
消

費
者

を
支

え
る

仕
組

み
を

知
ろ

う
6

２
章

　
幼

児
の

生
活

と
家

族
2
　

３
食

品
に

含
ま

れ
る

栄
養

素
を

調
べ

よ
う

2
２

章
　

消
費

者
の

権
利

と
責

任

 
 
１

幼
児

の
体

の
発

達
を

知
ろ

う
2
　

４
１

日
に

必
要

な
食

品
の

種
類

や
概

量
を

知
ろ

う
○

12
　

１
消

費
者

の
権

利
に

つ
い

て
考

え
よ

う
2

　
２

幼
児

の
心

の
発

達
を

知
ろ

う
4
　

５
１

日
分

の
献

立
を

考
え

よ
う

○
6
　

２
消

費
者

の
責

任
に

つ
い

て
考

え
よ

う
2

　
３

幼
児

の
生

活
習

慣
の

身
に

つ
け

方
を

知
ろ

う
2
３

章
　

調
理

と
食

文
化

　
３

消
費

生
活

が
社

会
に

与
え

る
影

響
を

考
え

よ
う

○
6

　
４

幼
児

の
生

活
の

特
徴

を
知

ろ
う

○
4
　

１
食

品
の

選
択

と
購

入
に

つ
い

て
考

え
よ

う
6
　

４
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
を

考
え

て
行

動
し

よ
う

6

　
５

幼
児

の
遊

び
と

発
達

の
か

か
わ

り
を

知
ろ

う
6
 
 
２

購
入

し
た

食
品

を
適

切
に

保
存

し
よ

う
2
　

章
末

の
ま

と
め

2

　
６

幼
児

の
発

達
を

支
え

る
大

人
の

役
割

を
考

え
よ

う
2
　

３
調

理
の

基
礎

を
知

ろ
う

○
10

　
暮

ら
し

の
中

の
マ

ー
ク

・
ラ

ベ
ル

（
消

費
生

活
・

環
境

）
1

　
７

幼
児

と
ふ

れ
合

っ
て

み
よ

う
○

10
　

４
肉

を
調

理
し

よ
う

○
8

　
章

末
の

ま
と

め
2
　

５
魚

を
調

理
し

よ
う

○
8

　
６

野
菜

を
調

理
し

よ
う

○
6

　
・

組
み

合
わ

せ
て

つ
く

ろ
う

2

　
・

弁
当

を
つ

く
ろ

う
2

　
・

間
食

を
つ

く
ろ

う
2

　
７

地
域

の
食

文
化

を
知

ろ
う

4

　
８

和
食

の
調

理
を

し
て

み
よ

う
○

6

　
章

末
の

ま
と

め
2

４
章

　
私

た
ち

の
衣

生
活

2

　
１

衣
服

の
働

き
を

知
ろ

う
2

　
２

目
的

に
合

わ
せ

て
自

分
ら

し
く

着
よ

う
○

4

 
 
３

衣
服

を
計

画
的

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
な

ろ
う

2

　
４

自
分

に
合

っ
た

衣
服

を
手

に
入

れ
よ

う
6

　
５

衣
服

の
手

入
れ

を
し

よ
う

○
12

○
は

、
b 

実
践

的
・
体

験
的

な
活

動
を

取
り

上
げ

て
い

る
題

材
名

a
 
内

容
区

分
ご

と
の

題
材

名
・

小
題

材
名
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「
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１
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容

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

教
図

　
】（

中
学

校
　

技
術

・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

Ａ

「
家

族
・

家
庭

生
活

」

ペ ー ジ 数

Ｂ

「
衣

食
住

の
生

活
」

ペ ー ジ 数

Ｃ

「
消

費
生

活
・

環
境

」

ペ ー ジ 数

○
は

、
b 

実
践

的
・
体

験
的

な
活

動
を

取
り

上
げ

て
い

る
題

材
名

a
 
内

容
区

分
ご

と
の

題
材

名
・

小
題

材
名

５
章

　
生

活
を

豊
か

に
す

る
製

作

　
１

布
を

使
っ

て
つ

く
っ

て
み

よ
う

20

　
章

末
の

ま
と

め
2

６
章

　
私

た
ち

の
住

生
活

2

　
１

住
ま

い
の

働
き

を
知

ろ
う

4

　
２

家
族

が
暮

ら
し

や
す

い
住

ま
い

方
を

考
え

よ
う

○
4

　
３

健
康

を
守

る
室

内
環

境
の

整
え

方
を

考
え

よ
う

2

　
４

家
庭

内
事

故
か

ら
家

族
を

守
ろ

う
4

　
５

災
害

に
備

え
た

安
全

な
住

ま
い

方
を

考
え

よ
う

6

　
章

末
の

ま
と

め
2

　
世

界
の

衣
食

住
2

　
暮

ら
し

の
中

の
マ

ー
ク

・
ラ

ベ
ル

（
食

生
活

・
衣

生
活

・
住

生
活

・
そ

の
他

）
　

1
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「
別

紙
２

－
１

」
【
（
１

）
内

容
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
開

隆
堂

　
】
（
中

学
校

　
技

術
・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

Ａ

「
家

族
・

家
庭

生
活

」

ペ ー ジ 数

Ｂ

「
衣

食
住

の
生

活
」

ペ ー ジ 数

Ｃ

「
消

費
生

活
・

環
境

」

ペ ー ジ 数

Ａ
　

家
族

・
家

庭
生

活
2

Ｂ
　

衣
食

住
の

生
活

2
Ｃ

　
消

費
生

活
・

環
境

　
2

わ
た

し
の

興
味

・
関

心
2

わ
た

し
の

興
味

・
関

心
2

わ
た

し
の

興
味

・
関

心
2

１
自

分
の

成
長

と
家

族
・

家
庭

生
活

１
食

事
の

役
割

と
食

習
慣

１
家

庭
生

活
と

消
費

　
①

今
の

自
分

と
こ

れ
ま

で
2

　
①

食
事

の
役

割
2

　
①

消
費

生
活

の
し

く
み

2

　
②

わ
た

し
の

生
活

と
家

族
・

家
庭

2
　

②
健

康
に

よ
い

食
習

慣
6

　
②

家
庭

生
活

に
お

け
る

収
入

と
支

出
2

　
③

家
庭

を
支

え
る

社
会

2
２

中
学

生
に

必
要

な
栄

養
を

満
た

す
食

事
２

購
入

・
支

払
い

と
生

活
情

報

　
④

中
学

生
に

と
っ

て
の

家
族

4
　

①
中

学
生

の
発

達
と

必
要

な
栄

養
2

　
①

い
ろ

い
ろ

な
購

入
方

法
2

２
幼

児
の

生
活

と
家

族
　

②
栄

養
素

の
は

た
ら

き
と

６
つ

の
基

礎
食

品
群

12
　

②
購

入
前

に
知

っ
て

お
く

こ
と

―
売

買
契

約
―

2

　
①

幼
児

の
こ

ろ
と

今
の

自
分

2
　

③
栄

養
バ

ラ
ン

ス
を

目
で

見
て

判
断

2
　

③
い

ろ
い

ろ
な

支
払

い
方

法
2

　
②

幼
児

の
体

の
発

達
2

３
さ

ま
ざ

ま
な

食
品

と
そ

の
選

択
　

④
情

報
を

活
用

し
た

上
手

な
購

入
〇

4

 
 
③

幼
児

の
心

の
発

達
2

　
食

品
が

食
卓

に
の

ぼ
る

ま
で

2
　

暮
ら

し
の

中
の

マ
ー

ク
2

　
④

発
達

に
と

っ
て

の
お

と
な

の
役

割
4

　
①

生
鮮

食
品

の
選

択
と

保
存

2
３

消
費

者
被

害
と

消
費

者
の

自
立

　
⑤

遊
び

が
必

要
な

わ
け

2
　

②
加

工
食

品
の

選
択

4
　

①
な

く
な

ら
な

い
消

費
者

被
害

2

　
⑥

遊
び

を
支

え
る

環
境

4
　

③
食

品
の

安
全

と
情

報
2

　
中

学
生

の
消

費
者

被
害

2

３
幼

児
と

の
か

か
わ

り
４

日
常

食
の

調
理

　
②

消
費

者
を

支
え

る
も

の
2

　
①

ふ
れ

合
い

体
験

の
前

に
2

　
①

調
理

の
計

画
2

　
③

消
費

者
の

権
利

と
責

任
4

　
②

ド
キ

ド
キ

ワ
ク

ワ
ク

ふ
れ

合
い

体
験

〇
6

　
②

お
い

し
さ

と
調

理
〇

6
４

持
続

可
能

な
社

会

　
③

ふ
れ

合
い

体
験

は
幼

児
か

ら
の

贈
り

物
2

　
③

ま
す

ま
す

好
き

に
な

る
肉

の
調

理
〇

8
　

①
消

費
行

動
が

社
会

に
与

え
る

影
響

2

　
④

子
ど

も
の

成
長

と
地

域
4

　
④

こ
ん

な
に

お
い

し
い

魚
の

調
理

〇
8

　
②

消
費

行
動

が
環

境
に

与
え

る
影

響
4

４
家

庭
生

活
と

地
域

の
か

か
わ

り
　

⑤
好

き
に

な
る

野
菜

の
調

理
〇

6
　

③
世

界
の

国
々

と
連

帯
し

た
持

続
可

能
な

生
活

の
創

造
へ

3

　
①

家
庭

生
活

と
地

域
で

の
活

動
〇

2
あ

と
１

品
つ

く
っ

て
み

よ
う

2
　

学
習

の
ま

と
め

1

　
②

多
様

な
人

び
と

が
暮

ら
す

地
域

○
2

お
や

つ
や

デ
ザ

ー
ト

を
つ

く
ろ

う
2

　
③

地
域

に
暮

ら
す

高
齢

者
〇

2
５

地
域

の
食

文
化

　
④

高
齢

者
と

の
か

か
わ

り
2

　
地

域
の

食
文

化
6

５
持

続
可

能
な

家
庭

生
活

６
献

立
づ

く
り

　
持

続
可

能
な

家
庭

生
活

を
め

ざ
し

て
3

　
１

日
分

の
献

立
〇

6

　
学

習
の

ま
と

め
1

７
持

続
可

能
な

食
生

活

　
持

続
可

能
な

食
生

活
を

め
ざ

し
て

3

　
学

習
の

ま
と

め
1

食
品

成
分

表
4

わ
た

し
の

興
味

・
関

心
2

１
目

的
に

応
じ

た
衣

服
の

選
択

　
①

衣
服

で
伝

わ
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
2

　
②

自
分

ら
し

く
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

2

　
③

つ
な

げ
よ

う
和

服
の

文
化

〇
4

　
④

上
手

な
衣

服
の

選
択

4

○
は

、
b
 
実

践
的

・
体

験
的

な
活

動
を

取
り

上
げ

て
い

る
題

材
名

a
 
内

容
区

分
ご

と
の

題
材

名
・

小
題

材
名
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「
別

紙
２

－
１

」
【
（
１

）
内

容
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
開

隆
堂

　
】
（
中

学
校

　
技

術
・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

Ａ

「
家

族
・

家
庭

生
活

」

ペ ー ジ 数

Ｂ

「
衣

食
住

の
生

活
」

ペ ー ジ 数

Ｃ

「
消

費
生

活
・

環
境

」

ペ ー ジ 数

○
は

、
b
 
実

践
的

・
体

験
的

な
活

動
を

取
り

上
げ

て
い

る
題

材
名

a
 
内

容
区

分
ご

と
の

題
材

名
・

小
題

材
名

２
日

常
着

の
手

入
れ

と
保

管

　
①

ま
か

せ
て

衣
服

の
手

入
れ

〇
2

　
②

布
の

繊
維

に
応

じ
た

手
入

れ
4

　
③

め
ざ

そ
う

洗
濯

名
人

2

　
④

補
修

や
収

納
・

保
管

4

３
生

活
を

豊
か

に
す

る
も

の
の

製
作

　
布

に
よ

る
作

品
で

生
活

を
演

出
〇

10

　
製

作
の

基
礎

・
基

本
6

４
持

続
可

能
な

衣
生

活

　
持

続
可

能
な

衣
生

活
を

め
ざ

し
て

3

　
学

習
の

ま
と

め
1

わ
た

し
の

興
味

・
関

心
2

１
住

ま
い

の
は

た
ら

き
と

こ
こ

ち
よ

さ

　
①

住
ま

い
の

は
た

ら
き

2

　
②

住
ま

い
の

空
間

4

２
安

全
な

住
ま

い
で

安
心

な
暮

ら
し

　
①

家
庭

内
事

故
へ

の
備

え
4

　
②

災
害

へ
の

備
え

4

３
持

続
可

能
な

住
生

活

　
持

続
可

能
な

住
生

活
を

め
ざ

し
て

3

　
学

習
の

ま
と

め
1
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「
別

紙
２

－
２

」
【
（
１

）内
容

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

東
書

　
】（

中
学

校
　

技
術

・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

１
　

調
理

に
関

す
る

事
項

２
　

被
服

に
関

す
る

事
項

３
　

幼
児

や
高

齢
者

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
事

項

・
具

だ
く
さ

ん
み

そ
汁

・
マ

イ
バ

ッ
グ

・
子

ど
も

の
視

界
体

験
・
高

齢
者

体
験

・
肉

じ
ゃ

が
・
ミ

ニ
ト

ー
ト

バ
ッ

グ
・
幼

児
の

施
設

へ
行

こ
う

～
手

作
り

お
も

ち
ゃ

遊
び

～

・
青

菜
の

ご
ま

あ
え

・
フ

ァ
イ

ル
カ

バ
ー

・
中

学
校

へ
よ

う
こ

そ
～

学
校

探
検

ツ
ア

ー
～

・
野

菜
と

春
雨

の
ス

ー
プ

・
ブ

ッ
ク

カ
バ

ー
・
高

齢
者

と
の

関
わ

り
方

・
と

ん
汁

・
防

災
リ

ュ
ッ

ク

・
こ

ま
つ

な
の

変
わ

り
浸

し
・
ハ

ー
フ

パ
ン

ツ

・
ラ

タ
ト

ゥ
イ

ユ
・
簡

単
な

小
物

を
作

ろ
う

・
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ボ
ッ

ク
ス

カ
バ

ー

・
切

干
し

だ
い

こ
ん

の
煮

物
・
ポ

ケ
ッ

ト
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ケ
ー

ス

・
キ

ャ
ベ

ツ
の

レ
ン

ジ
蒸

し
・
フ

ァ
ス

ナ
ー

ポ
ー

チ

・
ハ

ッ
シ

ュ
ド

ポ
テ

ト
・
エ

プ
ロ

ン

・
野

菜
の

焼
き

浸
し

・
巾

着
袋

・
れ

ん
こ

ん
の

き
ん

ぴ
ら

・
あ

ず
ま

袋

・
青

菜
と

卵
の

い
た

め
も

の
・
衣

服
の

リ
フ

ォ
ー

ム
・
リ

メ
イ

ク
・
ハ

ー
フ

パ
ン

ツ

・
ぶ

た
肉

の
し

ょ
う

が
焼

き
・
デ

ニ
ム

バ
ッ

グ

・
ポ

テ
ト

サ
ラ

ダ
・
半

袖
シ

ャ
ツ

・
キ

ャ
ベ

ツ
と

油
揚

げ
の

み
そ

汁
・
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ボ
ッ

ク
ス

カ
バ

ー

・
ハ

ン
バ

ー
グ

・
エ

プ
ロ

ン

・
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
の

ツ
ナ

マ
ヨ

ソ
ー

ス
・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
カ

バ
ー

、
衣

服
入

れ

・
コ

ー
ン

ク
リ

ー
ム

ス
ー

プ
・
幼

児
の

使
う

小
物

や
お

も
ち

ゃ
を

作
ろ

う
・
フ

ェ
ル

ト
名

札

・
ホ

ワ
イ

ト
シ

チ
ュ

ー
・
指

人
形

・
ぶ

た
肉

と
野

菜
の

重
ね

蒸
し

・
カ

ラ
フ

ル
魚

・
蒸

し
ど

り
の

ご
ま

だ
れ

・
組

み
合

わ
せ

布
絵

本

・
チ

キ
ン

ソ
テ

ー

・
ス

パ
ゲ

ッ
テ

ィ
ミ

ー
ト

ソ
ー

ス
・
焼

き
ぎ

ょ
う

ざ

・
さ

け
の

ム
ニ

エ
ル

・
蒸

し
野

菜
の

サ
ラ

ダ

・
ミ

ネ
ス

ト
ロ

ー
ネ

ス
ー

プ

・
さ

ば
の

み
そ

煮

・
き

ゅ
う

り
と

わ
か

め
の

酢
の

物

・
か

き
た

ま
汁

・
い

わ
し

の
か

ば
焼

き

・
魚

の
鍋

照
り

焼
き

・
さ

け
の

ホ
イ

ル
ち

ゃ
ん

ち
ゃ

ん
焼

き

ｂ
　

学
習

内
容

ご
と

の
実

践
的

・
体

験
的

な
活

動
の

内
容
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「
別
紙
２
－
２
」
【
（
１
）
内
容
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
東
書
　
】
（
中
学
校
　
技
術
・
家
庭
　
家
庭
分
野
）

１
　
調
理
に
関
す
る
事
項

２
　
被
服
に
関
す
る
事
項

３
　
幼
児
や
高
齢
者
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
事
項

ｂ
　
学
習
内
容
ご
と
の
実
践
的
・
体
験
的
な
活
動
の
内
容

・
魚

の
煮

付
け

・
い
わ

し
の

つ
み

れ
汁

・
切

り
身

魚
の

ト
マ
ト
煮
込
み

・
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

・
昆

布
と
か

つ
お
節

の
ソ
フ
ト
ふ
り
か
け

・
い
っ
し
ょ
煮

込
み

の
ト
マ
ト
ペ
ン
ネ

・
厚

揚
げ
の

照
り
焼

き
・
オ
ー
プ
ン
オ
ム
レ
ツ

・
ビ
ビ
ン
バ

風
弁

当
・
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
弁

当
・
い
り
ど
り
（
が

め
煮

・
筑
前
煮
）

・
ミ
ニ
お
に
ぎ
り

・
マ
カ
ロ
ニ
き
な
粉

・
ピ
ザ

ト
ー
ス
ト

・
ミ
ニ
お
好

み
焼

き
・
野

菜
の

蒸
し
パ

ン
・
フ
ル

ー
ツ
寒

天
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
大

学
い
も
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「
別
紙
２
－
２
」
【
（
１
）
内
容
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
教
図
　
】
（
中
学
校
　
技
術
・
家
庭
　
家
庭
分
野
）

１
　
調
理
に
関
す
る
事
項

２
　
被
服
に
関
す
る
事
項

３
　
幼
児
や
高
齢
者
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
事
項

・
フ
ル

ー
ツ
寒

天
ゼ
リ
ー

・
高

齢
者

の
一

般
的

な
身

体
の

特
徴

を
理

解
す
る
た
め
に
、
疑

似
体

験
を
し
て
み

よ
う

・
蒸
し
パ
ン

・
保
育
所
や
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
で
の
ふ
れ
合
い

・
さ
つ
ま
い
も
の

ジ
ュ
ー
ス
煮

・
中
学
校
へ
の
招
待

・
型

抜
き
サ

ン
ド
イ
ッ
チ

・
ロ
ー
ル

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

・
ご
飯

で
五

平
も
ち

・
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

・
ぶ

た
肉

の
し
ょ
う
が
焼
き

・
ハ

ン
バ

ー
グ
ス
テ
ー
キ

・
肉
じ
ゃ
が

・
シ
ュ
ウ
マ
イ

・
い
わ

し
の

か
ば

焼
き

・
だ
い
こ
ん
の

甘
酢

あ
え

・
小

松
菜

の
し
ょ
う
ゆ
あ
え

・
煮

魚
・
ム
ニ
エ
ル

・
魚

の
ホ
イ
ル

蒸
し

・
と
ん
汁

・
筑

前
煮

・
野
菜
と
き
の
こ
の
オ
ー
ブ
ン
焼
き

・
蒸

し
野

菜
サ

ラ
ダ

・
野

菜
サ

ラ
ダ

・
ポ
テ
ト
サ

ラ
ダ

・
に
ん
じ
ん
グ
ラ
ッ
セ

・
切

り
干

し
だ
い
こ
ん
の
あ
え
物

・
粉

ふ
き
い
も

・
わ

か
め
と
き
ゅ
う
り
の
酢
の
物

・
ほ

う
れ

ん
草

の
ご
ま
あ
え

・
ひ
じ
き
の
い
た
め
煮

・
ミ
ー
ト
ソ
ー
ト
ス
パ

ゲ
ッ
テ
ィ

・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

・
塩
焼
き
そ
ば

・
チ
ャ
ー
ハ

ン
・
ピ
ザ

ト
ー
ス
ト

ｂ
　
学
習
内
容
ご
と
の
実
践
的
・
体
験
的
な
活
動
の

内
容

・
あ
づ
ま
袋

・
ぞ
う
き
ん

・
マ
ス
ク

・
携
帯
用
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス

・
き
ん
ち
ゃ
く
袋

・
布
の
ボ
ッ
ク
ス

・
私
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
プ
ロ
ン
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「
別
紙
２
－
２
」
【
（
１
）
内
容
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
教
図
　
】
（
中
学
校
　
技
術
・
家
庭
　
家
庭
分
野
）

１
　
調
理
に
関
す
る
事
項

２
　
被
服
に
関
す
る
事
項

３
　
幼
児
や
高
齢
者
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
事
項

ｂ
　
学
習
内
容
ご
と
の
実
践
的
・
体
験
的
な
活
動
の
内
容

・
か

き
た
ま
汁

・
野

菜
ス
ー
プ

・
ポ
ト
フ

・
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

・
コ
ー
ン
ス
ー
プ

・
わ

か
め
と
と
う
ふ
の
ス
ー
プ

・
シ
ュ
ウ
マ
イ
弁

当
・
ピ
ー
マ
ン
の

塩
こ
ん
ぶ
あ
え

・
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ

う
・
え
の
き
の
バ
タ
ー
し
ょ
う
ゆ

・
塩

焼
き
そ
ば

弁
当

・
卵

焼
き

・
お
に
ぎ
り

・
い
な
り
ず
し

・
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の

ベ
ー
コ
ン
巻
き

・
じ
ゃ
が

い
も
の

お
焼
き

・
れ

ん
こ
ん
も
ち

・
み

た
ら
し
団

子
・
蒸
し
パ
ン

・
牛

乳
か

ん

−458−



「
別

紙
２
－

２
」
【
（
１
）
内

容
イ
　
調

査
項

目
の

具
体

的
な
内
容
　
開
隆
堂
　
】
（
中
学
校
　
技
術
・
家
庭
　
家
庭
分
野
）

１
　

調
理

に
関

す
る

事
項

２
　
被
服
に
関
す
る
事
項

３
　
幼

児
や

高
齢

者
と
の

関
わ

り
に
関

す
る
事

項

・
し
ょ
う
が
焼
き

・
フ
ァ
イ
ル

カ
バ

ー
・
保

育
所

や
幼

稚
園
に
行
っ
て
み

よ
う

・
青

菜
の
お
ひ
た
し

・
ブ
ッ
ク
カ
バ

ー
・
幼

児
を
学

校
に
招

待
し
て
み

よ
う

・
だ
い
こ
ん
の
み

そ
汁

・
診

察
カ
ー
ド
入

れ
・
子

育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
や

子
育

て
サ

ー
ク
ル

に
行

っ
て
み

よ
う

・
煮

込
み
ハ
ン
バ
ー
グ

・
非

常
持

ち
出

し
袋

・
高

齢
者

の
疑

似
体

験
や

歩
行

介
助

の
体

験
を
し
て
み

よ
う

・
せ

ん
切
り
野
菜
ス
ー
プ

・
道
具
入

れ
・
牛
丼

・
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

・
シ
チ
ュ
ー

・
ご
っ
こ
遊

び
道

具
、
マ
ン
ト

・
煮

魚
・
リ
ス
ト
バ

ン
ド
・
変
身

ベ
ル

ト
・
き
ゅ
う
り
と
わ
か

め
の

酢
の

も
の

・
リ
バ

ー
シ
ブ
ル

バ
ッ
グ

・
え
の
き
と
油
揚
げ
の
す
ま
し
汁

・
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー

・ム
ニ
エ
ル

・
焼

き
魚

・
つ
み
れ
汁

・
か

ば
焼
き

・
蒸

し
野
菜
の
サ
ラ
ダ

・
青

菜
の
卵
と
じ

・
筑

前
煮

・
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

・
青

菜
の
ご
ま
あ
え

・
ポ
テ
ト
サ

ラ
ダ

・
大

豆
と
ひ
じ
き
の
煮
も
の

・
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
物

・
さ
つ
ま
い
も
と
り
ん
ご
の
重
ね
煮

・
な
す
の
み

そ
い
た
め

・
き
の

こ
の

マ
リ
ネ

・
切

り
干

し
だ
い
こ
ん
の
煮

も
の

・
ジ
ャ
ー
マ
ン
ポ
テ
ト

・
な
め
こ
の
み

そ
汁

・
か

き
た
ま
汁

・
と
ん
汁

・
コ
ー
ン
ス
ー
プ

・
わ

か
め
ス
ー
プ

・
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う

・
ピ
ー
マ
ン
の
ナ
ム
ル

・
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

・
い
も
も
ち

・
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

・
牛
乳
か
ん

・
米

粉
蒸
し
パ
ン

・
プ
リ
ン

・
雑

煮
・
手

打
ち
う
ど
ん

・
青

空
の
下
で
食
べ
た
い
、
わ
た
し
の
お
弁
当

・
高

齢
者
に
も
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
お
弁
当

ｂ
　
学
習
内
容
ご
と
の
実
践
的
・
体
験
的
な
活
動
の
内
容
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「
別

紙
２
－

３
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内

容
　
東
書

  】
（
中
学
校
　
技
術
・
家
庭
　
家
庭
分
野
）

e
　
安

全
・
衛

生
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇

所
f
　
持
続
可
能
な
社
会
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
単
元

ｇ
　
発
展
的
な
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所

・
実
習

を
楽

し
く
安

全
に
進

め
よ
う

・
手
の

洗
い
方

・
実
習

の
衛

生
と
安

全
・
包
丁

、
ガ
ス
こ
ん
ろ
を
使

う
時
の
注
意

・
蒸
し
器

の
安

全
な
使

い
方

・
弁

当
作

り
の

ポ
イ
ン
ト

・
洗
濯

機
の

ア
ー
ス
線

の
設

置
、
安
全
な
使
用
に
つ
い
て

・
ア
イ
ロ
ン
を
扱

う
と
き
の

注
意

・
は
さ
み

の
受

け
渡

し
・
ミ
シ
ン
を
扱

う
と
き
の

注
意

・
幼
児

の
小

物
や

お
も
ち
ゃ
を
作
る
と
き
の
配
慮

・
幼
児
の
お
も
ち
ゃ
に
つ
い
て

・
幼
児
と
の
触
れ
合
い
に
つ
い
て

・
幼
児

と
触

れ
合

う
時

の
注
意
事
項

・
持
続
可
能
な
食
生
活
を
目
指
し
て
（
Ｐ
9
6
‐
9
9
）

・
持
続
可
能
な
衣
生
活
を
目
指
し
て
（
Ｐ
1
5
4
‐
1
5
5
）

・
持
続
可
能
な
住
生
活
を
目
指
し
て
（
Ｐ
1
7
8
‐
1
7
9
）

・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
持

続
可

能
な
社

会
（
Ｐ
2
0
2
‐
2
0
5
）

・
持
続
可
能
な
消
費
生
活
を
目
指
し
て
（
Ｐ
2
0
6
‐
2
0
7
）

・
持

続
可

能
な
社

会
を
目

指
し
て
（
巻

末
Ｐ
５
‐
６
）

・
世
界
の
民
族
衣
装

・
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
住
ま
い

・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

・
赤
ち
ゃ
ん
が
学
校
に

・
子

育
て
を
め
ぐ
る
現
状

・
子
ど
も
を
守
る
条
約
や
法
律

・
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動

・
赤
ち
ゃ
ん
－
人
間
の
育
ち
の
始
ま
り

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
　
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
し
て

「
別

紙
２
－

３
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内

容
　
教
図

  】
（
中
学
校
　
技
術
・
家
庭
　
家
庭
分
野
）

e
　
安

全
・
衛

生
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇

所
f
　
持
続
可
能
な
社
会
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
単
元

ｇ
　
発
展
的
な
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所

・
高

齢
者

の
疑

似
体

験
の

注
意

・
歩

行
の

介
助

の
注

意
点

・
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
子

ど
も
へ
の
配
慮

・
幼

児
の

遊
び

道
具

の
選

び
方

・
幼

児
と

の
ふ

れ
合

い
実

習
の
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
注
意
点

・
お

も
な

食
中

毒
の

原
因

と
予
防
法

・
包

丁
の

扱
い

方
・

火
加

減
の

調
節

・
火

を
扱

う
と

き
の

主
な

注
意
点

・
I
H
調

理
器

を
扱

う
と

き
の
主
な
注
意
点

・
後

片
付

け
・

食
中

毒
の

予
防

（
ぶ

た
肉
の
し
ょ
う
が
焼
き
）

・
食

中
毒

の
予

防
（

ハ
ン

バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
）

・
食

中
毒

の
予

防
（

肉
じ

ゃ
が
）

・
食

中
毒

の
予

防
（

シ
ュ

ウ
マ
イ
）

・
食

中
毒

の
予

防
（

い
わ

し
の
か
ば
焼
き
）

・
食

中
毒

の
予

防
（

煮
魚

）
・

食
中

毒
の

予
防

（
ム

ニ
エ
ル
）

・
食

中
毒

の
予

防
（

魚
の

ホ
イ
ル
蒸
し
）

・
食

中
毒

の
予

防
（

と
ん

汁
）

・
食

中
毒

の
予

防
（

筑
前

煮
）

・
食

中
毒

の
予

防
　

弁
当

を
つ
く
ろ
う

・
電

子
レ

ン
ジ

の
注

意
点

・
お

に
ぎ

り
・

ア
イ

ロ
ン

か
け

・
製

作
の

手
順

・
製

作
中

の
注

意
点

・
裁

ち
ば

さ
み

の
扱

い
方

・
ミ

シ
ン

の
使

い
方

・
住

ま
い

の
中

で
起

こ
る

事
故

・
自

然
災

害
へ

の
備

え

・
衣
服
を
計
画
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
（
Ｐ
1
7
0
‐
1
7
1
）

・
私
た
ち
の
消
費
者
生
活
（
Ｐ
2
3
8
‐
2
3
9
）

・
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
て
行
動
し
よ
う
（
Ｐ
2
7
4
‐
2
7
7
）

・
幼
児
の
大
好
き
な
、
ご
っ
こ
遊
び
を
見
て
み
よ
う

・
子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
の
た
め
に

・
味
と
一
緒
に
楽
し
も
う
‐
地
域
の
伝
統
的
な
器
‐

・
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
主
人
公
は
，
ど
の
よ
う
な
住
ま
い
で
暮
ら
し
て
い
る
の
？

・
世
界
の
衣
食
住

・
お
い
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
真
実

・
事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
？
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「
別

紙
２
－

３
」
　
【
（
１
）
内

容
　
イ
　
調

査
項

目
の

具
体
的
な
内
容
　
開
隆
堂

  】
（
中
学
校
　
技
術
・
家
庭
　
家
庭
分
野
）

e
　
安

全
・
衛

生
に
関

す
る
内

容
を
取

り
上

げ
て
い
る
箇
所

f
　
持
続
可
能
な
社
会
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
単

元
ｇ
　
発

展
的

な
内

容
を
取

り
上

げ
て
い
る
箇

所

・
十
分
に
換
気
を
行
う
（
実
験
）

・
調
理
の
計
画
　
調
理
作
業
の
衛
生
と
安
全

・
包
丁
を
使
う
と
き
の
注
意

・
加
熱
す
る
と
き
の
注
意

・
蒸
し
器
の
使
い
方

・
調
理
の
衛
生
と
安
全

・
衛
生
的
な
扱
い

・
食
品
の
扱
い
（
し
ょ
う
が
焼
き
）

・
食
品
の
扱
い
（
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
）

・
食
品
の
扱
い
（
牛
丼
）

・
食
品
の
扱
い
（
シ
チ
ュ
ー
）

・
衛
生
的
な
扱
い

・
食
品
の
扱
い
（
煮
魚
）

・
食
品
の
扱
い
（
ム
ニ
エ
ル
）

・
食
品
の
扱
い
（
焼
き
魚
）

・
食
品
の
扱
い
（
み
そ
汁
）

・
食
品
の
扱
い
（
か
ば
焼
き
）

・
食
品
の
扱
い
（
蒸
し
野
菜
の
サ
ラ
ダ
）

・
食
品
の
扱
い
（
青
菜
の
卵
と
じ
）

・
食
品
の
扱
い
（
筑
前
煮
）

・
食
品
の
扱
い
（
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
）

・
電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
て

・
加
熱
す
る
時
の
注
意
（
牛
乳
か
ん
）

・
加
熱
す
る
時
の
注
意
（
米
粉
蒸
し
パ
ン
）

・
弁
当
箱
に
つ
め
る
と
き
の
注
意

・
め
ざ
そ
う
洗
濯
名
人
　
ア
ー
ス
の
確
認

・
針
の
安
全

・
は
さ
み
の
安
全

・
ミ
シ
ン
を
使
う
と
き
の
注
意

・
家
庭
内
事
故
へ
の
備
え

・
災
害
へ
の
備
え

・
持

続
可

能
な

家
庭

生
活

（
Ｐ

6
4
‐

6
5
）

・
持

続
可

能
な

食
生

活
（

Ｐ
1
5
2
‐

1
5
3
）

・
持

続
可

能
な

衣
生

活
（

Ｐ
2
0
2
‐

2
0
3
）

・
持

続
可

能
な

住
生

活
（

Ｐ
2
2
2
‐

2
2
3
）

・
持

続
可

能
な

社
会

（
Ｐ

2
5
6
‐

2
6
3
）

・
幼

児
の

発
達

と
衣

生
活

と
食

生
活

　
乳

幼
児

の
場

合
・

子
ど

も
の

健
や

か
な

成
長

の
た

め
に

・
世

界
で

食
べ

ら
れ

て
い

る
穀

物
や

い
も

の
例

・
進

化
す

る
素

材
・

フ
ァ

ス
ト

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
裏

側
で

・
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

と
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

タ
ウ

ン
・

カ
カ

オ
農

園
で

働
か

さ
れ

る
子

ど
も

・
紗

奈
ち

ゃ
ん

の
乳

児
期

か
ら

幼
児

期
へ

の
成

長
・

世
界

の
食

べ
物

・
衣

服
・

住
ま

い
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「
別

紙
２

－
４

」
【
防

災
や

自
然

災
害

の
扱

い
】
（
中

学
校

　
技

術
・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

発
行

者

東
　

書

教
　

図

開
隆

堂

「
教

材
名

」
　

　
【掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
掲

載
ペ

ー
ジ

）

「
防

災
リ

ュ
ッ

ク
」

・
【
本

文
・
イ

ラ
ス

ト
・
写

真
】
実

習
例

　
い

ざ
と

い
う

と
き

に
役

立
つ

防
災

リ
ュ

ッ
ク

の
製

作
（
Ｐ

1
4
6
）

「
家

族
の

住
ま

い
を

安
全

・
安

心
に

」
・
【
コ

ラ
ム

】
東

京
ス

カ
イ

ツ
リ

ー
の

地
震

を
外

に
逃

が
す

構
造

（
Ｐ

1
7
3
）

「
災

害
へ

の
対

策
」

・
【
本

文
・
写

真
】
地

域
の

災
害

と
防

災
・
減

災
、

地
震

へ
の

備
え

（
Ｐ

1
7
4
、

1
7
5
）

・
【
コ

ラ
ム

】
常

に
一

定
量

の
食

品
や

生
活

用
品

を
家

に
備

蓄
し

て
お

く
方

法
を

ロ
ー

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

ク
法

と
い

う
。

（
Ｐ

1
7
5
）

「
中

高
生

が
被

災
時

に
で

き
た

こ
と

」
・
【
コ

ラ
ム

】
福

島
県

、
宮

城
県

の
中

高
生

が
被

災
時

に
果

た
し

た
役

割
、

や
っ

て
よ

か
っ

た
こ

と
な

ど
の

記
述

。
（
Ｐ

1
7
6
）

「
避

難
所

や
仮

設
住

宅
で

の
暮

ら
し

を
よ

り
よ

く
す

る
工

夫
」

・
【
本

文
】
地

域
の

様
々

な
人

と
関

わ
り

、
困

難
な

状
況

下
で

も
暮

ら
し

を
よ

り
よ

く
す

る
工

夫
に

つ
い

て
。

（
Ｐ

1
7
7
）

「
地

域
の

人
と

の
防

災
訓

練
（
宮

城
県

仙
台

市
）
」

・
【
写

真
】
配

膳
（
Ｐ

1
7
9
）

「
地

域
で

の
協

働
を

目
指

し
て

」
・
【
資

料
】
「
助

け
ら

れ
る

人
」
か

ら
「
助

け
る

人
へ

」
－

地
域

の
人

と
の

関
わ

り
、

と
も

に
生

き
る

―
（
Ｐ

2
6
0
）

「
防

災
・
減

災
手

帳
」

・
【
巻

末
付

録
】
食

生
活

、
衣

生
活

、
住

生
活

で
の

備
え

、
家

庭
・
地

域
で

の
備

え
、

災
害

時
の

情
報

入
手

（
巻

末
付

録
　

Ｐ
１

‐
1
2
）

「
持

続
可

能
な

社
会

を
目

指
し

て
」

・
【
巻

末
】
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
（
Ｐ

5
-
6
）

「
中

学
生

が
地

域
を

支
え

る
！

」
・
【
コ

ラ
ム

】
中

学
生

の
雪

か
き

活
動

紹
介

（
Ｐ

2
6
）

「
災

害
時

の
食

生
活

を
考

え
よ

う
」

・
【
コ

ラ
ム

】
災

害
時

の
調

理
例

・
非

常
食

の
紹

介
（
Ｐ

1
4
9
）

「
衣

服
の

手
入

れ
を

し
よ

う
」

・
【
資

料
】
非

常
時

の
衣

生
活

（
Ｐ

1
8
5
）

「
災

害
と

住
ま

い
」

・
【
本

文
・
イ

ラ
ス

ト
・
写

真
】
自

然
災

害
の

例
・
安

全
対

策
の

必
要

性
（
Ｐ

2
2
8
‐
2
2
9
）

「
自

然
災

害
へ

の
備

え
」

・
【
本

文
・
イ

ラ
ス

ト
】
自

然
災

害
へ

の
備

え
の

具
体

例
（
Ｐ

2
3
0
‐
2
3
1
）

「
家

庭
生

活
と

地
域

で
の

活
動

」
・
【
写

真
】
避

難
所

で
救

援
物

資
の

配
布

を
行

う
子

ど
も

た
ち

（
熊

本
地

震
）
（
Ｐ

5
7
）

「
火

災
へ

の
備

え
」

・
【
本

文
・
イ

ラ
ス

ト
・
図

】
「
自

然
災

害
と

安
全

対
策

」
「
住

ま
い

の
地

震
対

策
」
（
Ｐ

2
1
8
‐
2
1
9
）

・
【
本

文
・
図

】
「
火

災
に

備
え

た
暮

ら
し

」
「
避

難
は

ど
こ

へ
」
（
Ｐ

2
2
0
‐
2
2
1
）

・
【
コ

ラ
ム

】
避

難
所

の
生

活
に

つ
い

て
中

学
生

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
る

（
Ｐ

2
2
1
）

「
災

害
か

ら
い

の
ち

と
生

活
を

守
る

た
め

に
」

・
【
本

文
・
図

】
自

然
災

害
に

お
け

る
様

々
な

被
害

、
被

災
し

た
ら

生
活

は
ど

う
な

る
の

？
災

害
の

備
え

の
あ

る
生

活
ス

タ
イ

ル
を

身
に

付
け

よ
う

（
Ｐ

2
9
2
）
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「
別

紙
２

－
５

」
【
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
扱

い
】
（
中

学
校

　
技

術
・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

発
行

者

東
　

書

教
　

図

開
隆

堂

「
教

材
名

」
　

　
【掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
掲

載
ペ

ー
ジ

）

「
持

続
可

能
な

食
生

活
を

目
指

し
て

」
【

本
文

】
・

食
品

の
安

全
、

食
料

自
給

率
、

食
品

の
廃

棄
、

食
品

の
輸

入
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
内

容
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

（
Ｐ

9
6
‐

9
9
）

「
持

続
可

能
な

衣
生

活
を

目
指

し
て

」
【

本
文

】
・

資
源

や
環

境
と

衣
服

、
資

源
や

環
境

に
配

慮
し

た
衣

生
活

の
工

夫
に

関
す

る
内

容
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

（
Ｐ

1
5
4
‐

1
5
5
）

「
持

続
可

能
な

住
生

活
を

目
指

し
て

」
【

本
文

】
・

持
続

可
能

な
社

会
と

私
た

ち
の

住
生

活
に

関
す

る
内

容
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

（
Ｐ

1
7
8
‐

1
7
9
）

「
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

持
続

可
能

な
社

会
」

【
本

文
】

・
私

た
ち

の
生

活
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
、

資
源

の
消

費
と

廃
棄

物
、

持
続

可
能

な
社

会
に

関
す

る
内

容
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

（
Ｐ

2
0
2
‐

2
0
5
）

「
持

続
可

能
な

消
費

生
活

を
目

指
し

て
」

【
本

文
】

・
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
、

エ
シ

カ
ル

消
費

と
消

費
者

市
民

社
会

に
関

す
る

内
容

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
（

Ｐ
2
0
6
‐

2
0
7
）

「
持

続
可

能
な

社
会

を
目

指
し

て
」

【
本

文
】

・
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
に

つ
い

て
記

載
さ

れ
て

い
る

。
（

巻
末

Ｐ
５

‐
６

）

「
持

続
可

能
な

家
庭

生
活

」
【

本
文

】
・

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

、
だ

れ
も

が
尊

重
さ

れ
る

社
会

に
関

す
る

内
容

が
記

載
が

さ
れ

て
い

る
。

（
Ｐ

6
4
‐

6
5
）

「
持

続
可

能
な

食
生

活
」

【
本

文
】

・
食

品
ロ

ス
、

食
料

自
給

率
に

関
す

る
内

容
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

（
Ｐ

1
5
2
‐

1
5
3
）

「
持

続
可

能
な

衣
生

活
」

【
本

文
】

・
省

エ
ネ

の
衣

生
活

、
環

境
に

配
慮

し
た

洗
濯

、
古

着
の

廃
棄

に
関

す
る

内
容

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
（

Ｐ
2
0
2
‐

2
0
3
）

「
持

続
可

能
な

住
生

活
」

【
本

文
】

・
資

源
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

内
容

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
（

Ｐ
2
2
2
‐

2
2
3
）

「
持

続
可

能
な

社
会

」
【

本
文

】
・

消
費

行
動

、
よ

り
よ

い
社

会
・

環
境

を
目

指
す

消
費

者
市

民
に

関
す

る
内

容
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

（
Ｐ

2
5
6
‐

2
6
3
）

「
衣

服
を

計
画

的
に

活
用

で
き

る
よ

う
に

な
ろ

う
」

【
本

文
】

・
衣

服
の

計
画

的
な

活
用

に
関

す
る

内
容

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
（

Ｐ
1
7
0
‐

1
7
1
）

「
私

た
ち

の
消

費
者

生
活

」
【

本
文

】
・

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

に
関

す
る

内
容

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
（

Ｐ
2
3
8
‐

2
3
9
）

「
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
を

考
え

て
行

動
し

よ
う

」
【

本
文

】
・

地
球

温
暖

化
と

消
費

者
に

関
す

る
内

容
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

（
Ｐ

2
7
4
‐

2
7
7
）
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「
別

紙
２

－
６

」
　

　
【
　

性
差

と
家

族
に

つ
い

て
の

扱
い

】
　

（
中

学
校

　
技

術
・
家

庭
　

家
庭

分
野

）

発
行

者

東
　

書

教
　

図

開
隆

堂

男
女

共
同

参
画

社
会

に
つ

な
が

る
内

容
の

も
の

を
取

り
上

げ
る

○
男

女
共

同
参

画
社

会
に

関
す

る
内

容
・

「
男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

」
【

本
文

】
　

こ
の

法
律

は
、

社
会

の
あ

ら
ゆ

る
分

野
の

活
動

に
男

女
が

対
等

に
関

わ
っ

て
い

く
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

家
庭

に
お

い
て

は
、

男
女

が
対

等
な

パ
ー

ト
ナ

ー
と

し
て

子
育

て
や

介
護

に
関

わ
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

ま
た

、
社

会
的

な
労

働
の

場
に

お
い

て
は

、
性

別
に

と
ら

わ
れ

ず
に

個
性

と
能

力
に

応
じ

て
力

を
発

揮
で

き
る

環
境

づ
く

り
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
（

P
2
8
3
）

○
家

族
に

関
す

る
内

容
・

５
編

　
私

た
ち

の
成

長
と

家
族

・
地

域
　

　
１

章
 
家

族
・

家
庭

と
地

域
　

　
　

①
私

た
ち

の
生

活
と

家
族

・
家

庭
の

機
能

（
Ｐ

2
1
4
）

　
　

　
　

・
私

た
ち

の
生

活
を

支
え

る
家

族
・

家
庭

の
基

本
的

な
機

能
（

Ｐ
2
1
4
）

　
　

　
　

・
家

族
・

家
庭

の
多

様
性

と
基

本
的

な
機

能
（

Ｐ
2
1
5
）

　
　

　
②

中
学

生
と

し
て

の
自

立
（

Ｐ
2
1
6
）

　
　

　
　

・
中

学
生

と
な

っ
て

（
Ｐ

2
1
6
）

　
　

　
　

・
家

庭
の

仕
事

と
自

立
（

Ｐ
2
1
7
）

○
男

女
共

同
参

画
社

会
に

関
す

る
内

容
「

家
族

の
一

員
と

し
て

」
【

本
文

】
日

本
で

は
、

家
庭

の
仕

事
の

多
く

を
お

と
な

の
女

性
が

行
っ

て
い

ま
す

。
（

P
1
7
）

【
資

料
】

「
男

女
共

同
参

画
社

会
を

目
指

し
て

」
・

男
女

共
同

参
画

社
会

と
は

？
「

男
女

が
、

互
い

に
そ

の
人

権
を

尊
重

し
つ

つ
責

任
も

分
か

ち
合

い
、

性
別

に
か

か
わ

り
な

く
、

そ
の

個
性

と
能

力
を

十
分

に
発

揮
す

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
」

を
言

い
ま

す
。

現
在

、
男

女
共

同
参

画
社

会
が

実
現

で
き

て
い

る
と

い
え

る
で

し
ょ

う
か

？
（

P
1
7
）

・
ど

う
し

て
男

女
で

違
い

が
出

る
の

？
育

児
ま

た
は

家
族

の
介

護
を

行
う

人
の

、
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

と
の

両
立

を
支

援
す

る
法

律
と

し
て

、
育

児
・

介
護

休
業

法
が

あ
り

ま
す

。
育

児
休

業
・

介
護

休
業

は
、

男
女

ど
ち

ら
で

も
取

る
こ

と
が

で
き

ま
す

が
、

取
得

率
に

は
男

女
で

大
き

な
差

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
家

庭
の

仕
事

に
か

け
る

時
間

に
つ

い
て

の
調

査
で

も
、

男
女

で
大

き
な

差
が

出
て

い
ま

す
。

（
P
1
7
）

○
家

族
に

関
す

る
内

容
・

Ａ
編

 
家

族
・

家
庭

生
活

　
　

１
章

 
家

族
・

家
庭

や
地

域
と

の
か

か
わ

り
（

Ｐ
1
2
‐

1
9
）

　
　

　
１

家
族

の
一

員
と

し
て

で
き

る
こ

と
を

考
え

よ
う

　
　

　
　

・
家

族
・

家
庭

の
基

本
的

な
働

き
　

　
　

　
・

家
庭

生
活

と
家

庭
の

仕
事

　
　

　
　

・
家

族
の

一
員

と
し

て
　

　
　

２
家

族
関

係
を

よ
り

よ
く

す
る

方
法

を
考

え
よ

う
　

　
　

　
・

家
族

の
立

場
や

役
割

の
理

解
　

　
　

　
・

家
族

の
か

か
わ

り
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

○
男

女
共

同
参

画
社

会
に

関
す

る
内

容
「

家
庭

の
機

能
を

支
え

る
仕

事
」

（
P
1
9
）

【
本

文
】

・
家

庭
に

は
さ

ま
ざ

ま
な

仕
事

が
あ

り
ま

す
。

‐
そ

の
仕

事
は

、
長

い
間

女
性

が
中

心
と

な
っ

て
行

わ
れ

て
い

ま
し

た
が

、
現

在
は

家
族

の
一

人
ひ

と
り

が
か

か
わ

る
よ

う
に

変
わ

っ
て

き
て

い
ま

す
。

男
女

共
同

参
画

社
会

基
本

法
（

Ｐ
2
1
）

○
家

族
に

関
す

る
内

容
・

Ａ
　

家
族

・
家

庭
生

活
　

　
１

自
分

の
成

長
と

家
族

・
家

庭
生

活
（

Ｐ
1
6
‐

2
5
）

　
　

　
①

今
の

自
分

と
こ

れ
ま

で
　

　
　

　
・

自
分

の
成

長
と

周
囲

の
人

び
と

　
　

　
　

・
中

学
生

の
自

分
　

　
　

②
わ

た
し

の
生

活
と

家
族

・
家

庭
　

　
　

　
・

家
族

・
家

庭
の

機
能

　
　

　
　

・
家

庭
の

機
能

を
支

え
る

仕
事

　
　

　
　

・
家

庭
の

機
能

の
安

定
に

向
け

て

「
教

材
名

」
　

　
【
掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
掲

載
ペ

ー
ジ

）
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「
別
紙
２
－
７
」
【
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
技
術
・
家
庭
　
家
庭
分
野
）

発
行
者

東
　
書

教
　
図

開
隆
堂

「
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
ど

う
し
て
衣
服
を
着
る
の
だ
ろ
う
」

【
写

真
】
（
Ｐ
1
0
8
）

取
り

上
げ
て
い
る
項
目
：
制
服
を
着
る
理
由

記
述

の
概
要
：
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
も
制
服
を
着
て
い
る
ね
。

「
衣

服
の
働
き
を
知
ろ
う
」

【
コ

ラ
ム
】
東
京
五
輪
に
向
け
、
東
京
都
が

作
成
し
た
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
Ｐ
1
6
5
）

取
り

上
げ
て
い
る
項
目
：
衣
服
の
働
き
　
考

え
て
み
よ
う

記
述

の
概
要
：
衣
服
の
社
会
生
活
上
の
働
き

に
つ
い
て
、
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
あ
げ
て
み
よ
う
。

「
先

輩
か
ら
の
エ
ー
ル
」

【
コ

ラ
ム
】
栄
養
と
食
事
で
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
サ
ポ
ー
ト
（
P
1
5
4
）

取
り

上
げ
て
い
る
項
目
：
先
輩
か
ら
の
エ
ー

ル
　
管
理
栄
養
士

記
述

の
概
要
：
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
食
事
の
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
し
て
、
体
を
強
く
し
た
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
も
合
宿
な
ど
で

食
事
を
提
供
し
て
い
る
。
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発
行

者
生

徒
の

学
習

意
欲

を
高

め
る

た
め

の
工

夫
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

の
扱

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

視
点

東
　

書

・
学

習
内

容
の

始
め

に
、

小
学

校
家

庭
科

に
お

け
る

学
習

内
容

と
と

も
に

こ
れ

か
ら

学
習

す
る

内
容

、
生

活
の

営
み

に
係

る
見

方
、

考
え

方
が

イ
ラ

ス
ト

や
写

真
で

示
さ

れ
て

い
る

。
・

ペ
ー

ジ
の

下
に

「
せ

い
か

つ
メ

モ
」

が
あ

り
、

よ
り

学
習

内
容

が
深

め
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
巻

末
付

録
に

「
幼

児
の

視
界

体
験

眼
鏡

」
が

あ
り

、
組

み
立

て
る

と
幼

児
の

視
界

を
体

験
で

き
る

。
・

巻
末

付
録

に
切

り
離

し
て

活
用

で
き

る
「

防
災

・
減

災
手

帳
」

が
付

い
て

い
る

。

・
調

理
の

手
順

が
見

開
き

の
ペ

ー
ジ

に
大

き
な

写
真

と
と

も
に

掲
載

さ
れ

て
お

り
、

視
覚

的
に

分
か

り
や

す
い

流
れ

と
な

っ
て

い
る

。
・

「
私

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

」
と

題
し

て
、

製
作

し
た

作
品

の
応

用
例

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
「

プ
ロ

に
聞

く
！

」
と

い
う

コ
ー

ナ
ー

が
あ

り
、

家
庭

分
野

の
学

習
に

関
連

し
た

仕
事

に
就

く
方

か
ら

の
学

習
を

深
め

る
ア

ド
バ

イ
ス

や
中

学
生

へ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

師
、

危
機

管
理

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

、
消

費
生

活
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
、

染
色

職
人

等
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

・
「

学
ん

だ
こ

と
を

生
活

に
生

か
す

」
と

い
う

ペ
ー

ジ
に

、
「

プ
ロ

に
聞

く
！

」
に

掲
載

さ
れ

た
1
6
名

が
内

容
別

に
一

覧
で

き
、

学
習

と
社

会
と

の
つ

な
が

り
を

意
識

で
き

る
。

・
「

ど
う

し
て

食
事

を
す

る
の

だ
ろ

う
」

と
い

う
課

題
発

見
か

ら
、

計
画

、
実

践
、

評
価

、
改

善
、

次
の

課
題

へ
と

つ
な

げ
な

が
ら

学
ぶ

こ
と

の
で

き
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

。
・

領
域

の
終

わ
り

に
振

り
返

り
が

で
き

、
「

生
活

の
課

題
と

実
践

」
に

つ
な

げ
て

学
び

を
深

め
ら

れ
る

。
・

学
ん

だ
知

識
を

実
生

活
に

生
か

せ
る

よ
う

に
写

真
が

多
く

掲
載

さ
れ

、
各

領
域

で
実

習
の

ペ
ー

ジ
を

充
実

さ
せ

て
い

る
。

・
「

話
し

合
っ

て
み

よ
う

」
、

「
活

動
」

、
「

や
っ

て
み

よ
う

」
等

の
実

践
的

な
課

題
が

多
く

示
さ

れ
て

い
る

。

・
二

次
元

コ
ー

ド
に

対
応

し
た

端
末

で
読

み
と

る
と

、
教

科
書

の
内

容
に

関
係

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
を

参
照

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
他

教
科

へ
の

リ
ン

ク
を

掲
載

し
て

い
る

。

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
る

。
・

食
品

の
押

さ
え

方
で

は
、

右
利

き
と

左
利

き
の

写
真

が
掲

載
さ

れ
て

い
る

。
等

が
示

さ
れ

て
い

る
。

教
　

図

・
内

容
を

理
解

し
や

す
い

よ
う

に
、

写
真

や
イ

ラ
ス

ト
を

多
く

掲
載

し
て

い
る

。
説

明
等

も
視

覚
的

に
見

や
す

く
工

夫
さ

れ
て

い
る

。
・

課
題

解
決

の
視

点
の

コ
ラ

ム
が

多
く

、
自

分
の

生
活

と
絡

め
て

学
習

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
・

付
録

に
は

、
献

立
を

作
成

す
る

際
に

活
用

で
き

る
料

理
の

シ
ー

ル
が

付
い

て
い

る
。

・
課

題
解

決
の

視
点

を
盛

り
込

み
、

多
く

の
実

習
課

題
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

・
製

作
手

順
が

写
真

と
と

も
に

丁
寧

に
示

さ
れ

て
い

る
。

・
安

全
面

や
衛

生
面

に
つ

い
て

、
留

意
点

が
具

体
的

に
示

さ
れ

て
い

る
。

・
実

習
の

ポ
イ

ン
ト

や
失

敗
例

に
つ

い
て

記
載

さ
れ

て
い

る
。

・
各

領
域

の
導

入
で

、
自

立
度

チ
ェ

ッ
ク

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
・

各
分

野
の

最
後

の
「

メ
ッ

セ
ー

ジ
」

で
は

、
家

族
や

中
学

生
の

生
き

方
・

考
え

方
を

伝
え

る
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
掲

載
し

て
い

る
。

・
「

セ
ン

パ
イ

に
聞

こ
う

」
で

は
、

調
理

師
、

保
育

所
栄

養
士

、
呉

服
店

員
な

ど
、

学
習

に
関

連
す

る
大

人
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

・
「

考
え

て
み

よ
う

」
、

「
話

し
合

っ
て

み
よ

う
」

な
ど

の
コ

ラ
ム

で
、

生
徒

が
主

体
的

・
対

話
的

に
知

識
や

技
術

を
身

に
付

け
ら

れ
る

ワ
ー

ク
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

そ
こ

で
身

に
付

け
た

知
識

を
工

夫
し

な
が

ら
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
・

課
題

解
決

学
習

の
流

れ
に

沿
っ

て
課

題
の

例
を

示
し

、
生

徒
が

自
分

の
課

題
を

設
定

で
き

る
よ

う
に

工
夫

さ
れ

て
い

る
。

・
二

次
元

コ
ー

ド
に

対
応

し
た

端
末

で
読

み
と

る
と

、
教

科
書

の
内

容
に

関
係

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
を

参
照

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
、

ル
ビ

が
大

き
く

読
み

や
す

く
工

夫
さ

れ
て

い
る

。
・

カ
ラ

ー
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

さ
れ

て
い

る
。

・
食

品
の

押
さ

え
方

で
は

、
右

利
き

と
左

利
き

の
写

真
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

開
隆

堂

・
各

ペ
ー

ジ
の

下
に

「
豆

知
識

」
が

記
載

さ
れ

て
お

り
、

学
習

内
容

へ
の

興
味

・
関

心
や

、
意

欲
を

高
め

る
よ

う
な

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

。
・

関
連

す
る

教
科

の
マ

ー
ク

が
あ

り
、

教
科

横
断

的
に

学
べ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

・
巻

末
「

災
害

か
ら

『
い

の
ち

と
生

活
』

を
守

る
た

め
に

」
で

は
、

日
本

の
災

害
の

歴
史

や
当

時
の

様
子

が
掲

載
さ

れ
て

い
る

。
災

害
が

起
き

た
時

の
行

動
が

チ
ャ

ー
ト

に
な

っ
て

い
る

。

・
調

理
の

手
順

が
経

過
時

間
と

と
も

に
大

き
く

示
さ

れ
て

い
る

。
・

布
に

よ
る

製
作

で
は

、
布

の
大

き
さ

と
縫

い
し

ろ
が

図
で

示
さ

れ
て

い
る

。
・

実
習

の
ペ

ー
ジ

に
は

「
調

理
方

法
Ｑ

＆
Ａ

」
が

あ
り

、
他

の
料

理
に

も
活

用
で

き
る

調
理

方
法

の
調

理
理

論
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
「

先
輩

か
ら

の
エ

ー
ル

」
に

は
、

育
児

休
暇

取
得

者
や

パ
テ

ィ
シ

エ
、

紙
の

建
築

家
、

絵
本

作
家

な
ど

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

形
式

で
仕

事
内

容
や

そ
の

職
業

に
就

い
た

き
っ

か
け

な
ど

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。

・
「

話
し

合
っ

て
み

よ
う

」
、

「
や

っ
て

み
よ

う
」

、
「

考
え

て
み

よ
う

」
で

は
、

話
し

合
う

目
的

や
実

習
内

容
が

明
確

で
、

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

に
つ

な
が

る
よ

う
工

夫
さ

れ
て

い
る

。
・

「
生

活
に

い
か

そ
う

」
で

は
、

学
習

の
ま

と
ま

り
ご

と
に

、
実

生
活

に
即

し
て

、
学

習
を

総
合

す
る

課
題

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
二

次
元

コ
ー

ド
に

対
応

し
た

端
末

で
読

み
と

る
と

、
教

科
書

の
内

容
に

関
係

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
を

参
照

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

の
視

点
か

ら
デ

ザ
イ

ン
上

の
配

慮
を

し
て

い
る

。
・

食
品

の
押

さ
え

方
で

は
、

右
利

き
と

左
利

き
の

写
真

が
掲

載
さ

れ
て

い
る

。
等

が
示

さ
れ

て
い

る
。

「
別
紙

３
」
　
【
（
２
)
構

成
上
の
工
夫
】
（
中
学
校
　
技
術
・
家
庭
　
家
庭

分
野
)

実
習

を
分

か
り

や
す

く
示

す
た

め
の

工
夫

職
業

観
・

勤
労

観
に

関
連

す
る

内
容

の
取

り
上

げ
方

の
工

夫
「
主

体
的

・
対

話
的

で
深
い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た
工

夫
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